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How to support the “families” with drug dependence problems 
－toward the gender sensitive aproach－ 
 
 







































る（山野 1999, 2000, 2001b；友杉 2005）。わたしがかかわっている家族支援のプログラムにお
いても、参加者の続柄や参加頻度、参加者の話から、薬物依存の問題への対処行動を主導するの
は母親だということがわかる。最初に行動を起こしてさまざまな相談機関にコンタクトをとるの





























































   
期間 1998年10月～2000年３月 2001年１月～2001年12月 
全参加人数 250（55) 39 
母親 197（34) 28 
父親 037（14) 09 
配偶者 008（04) 01 
きょうだい 007（02) 01 







   
      1998年10月～2000年３月：のべ人数（新規参加人数)､2001年１月～2001年12月：新 
     規参加人数。山野（2000：203-205；2001b：124）をもとに作成。 
 
表２．薬物依存者本人の年齢層別人数 
   
期間 1998年10月～2000年３月 2001年１月～2001年12月 







40歳以上 01（02％) 40歳代 03 
不明 04（09％) 50歳代 01    




























































































































































ような点がポイントとなるのだろうか。次に、山野（1999, 2000, 2001a, 2001b, 2002）による
実践とわたしがかかわっている家族相談室の取り組みからそのヒントを得たい。 
 






































































































































































































含まれている（総務省行政管理局 2006；毎日新聞社 2005；法務省 2004）。また、過剰収容状態（2004年
５月末日で医療刑務所と拘置所を除く63の行刑施設における工場担当職員の一人あたりの最大受持ち受刑
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